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外国語教育メディア学会（LET） 

 

 

  CLILの現在と今後―日本における CLILの実践を考える― 

 

会員・関係者各位 

オリンピックの感動も束の間、季節はすでに文化と食欲の秋、そして LET 関東支部の秋

季研究大会が日本の教育研究拠点の一つ筑波大学にやってきます。今回の大会では、通

例の研究発表、実践報告、賛助会員展示に加えて、近年ヨーロッパを中心に普及の進む

CLIL（Content and Language Integrated Learning：クリル）を取り上げます。 

CLIL は理科や社会などの教科学習と英語の語学学習を統合した教育法で、教科内容を

題材にさまざまな言語活動を行うことで、英語の 4 技能を高めることが期待されます。具体

的な特徴に、オーセンティック素材の利用、音声・映像による内容理解促進、協同学習、4技

能統合などが含まれ、これらは LETが近年重点的に取り組んでいる課題でもあります。すな

わち、メディアや ICT 利用によってその実践が容易に、かつ効果的になると期待されます。

会場では専門家と実践者のパネリストを交えて、日本で CLIL を実践する際の心得や問題

点について LET的な視点から皆さんと議論を深めていければ幸いです。 

また、当日は会員同士や賛助会員との意見交換の場として昼食会を開催します。ぜひ、

お誘い合わせの上、多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 2016年 11月 
               外国語教育メディア学会 

 関東支部長 湯舟 英一 

記 

主  催 外国語教育メディア学会（LET）関東支部 

共  催 筑波大学 グローバルコミュニケーション教育センター（予定） 

後  援 茨城県教育委員会・つくば市教育委員会（申請中） 

期  日 2016年 12月 10日（土曜日） 
会  場 筑波大学 グローバルコミュニケーション教育センター

（CEGLOC） 
 〒305-8571茨城県つくば市天王台 1-1-1 

 

 つくばエクスプレス つくば駅下車 

隣接のつくばセンターから関東鉄道バス 
「筑波大学中央」行 または 「筑波大学循環右回り」に乗車 
「大学会館前」にて下車（バス所要時間約 15分） 

 東京駅八重洲南口から高速バス「つくば号」で 
「大学会館」にて下車（所要時間約 90分） 

 外国語教育メディア学会（LET）関東支部事務局 
 

 

  〒370-0033 群馬県高崎市中大類町 58-2  

  
高崎健康福祉大学 人間発達学部 
嶋田和成研究室内 

 

 電話： 027-352-5558 ファックス： 027-352-1311  

 E-mail： kanto-office@j-let.org  

関東支部 第 137回（2016年度秋季）研究大会のご案内 
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9：00 ～     

 賛助会員展示                 CEGLOC 4階 401・412講義室   

 
CEGLOC 4 階 410・412 講義室では、ブースを設けて、賛助会員による展示を行ってお

ります。 

 

10：00 ～ 11：40    

 研究発表・実践報告 1                CEGLOC 3階 312講義室      

司 会 久保 岳夫 （早稲田実業学校） 

 

10:00 ～ 10:30 ❶ 実践報告 

    「テレビドラマを活用した授業の実践報告：学習者の熟達度

の違いに焦点を当てて」 

     藤田 亮子 （筑波大学） 

     

10:35 ～ 11:05 ❷ 実践報告 

「リスニング指導における文字情報の役割」 

     廣瀬 浩二 （明倫短期大学） 

    
 中村 博生 （高崎健康福祉大学） 

     

11:10 ～ 11:40 ❸ 研究発表 （2016年度関東支部研究支援プログラム中間報告） 

   「Web上のオープン・コンテンツを活用した問題自動生成シ

ステムの改善と効果」 

    中島 愛 （筑波大学） 

    小野 雄一 （筑波大学） 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9：00 ～ 受  付 CEGLOC 3階 学生ラウンジ 

時  程 
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10：00 ～ 12：15    

 研究発表・実践報告 2                  CEGLOC 4階 413教室   

司 会 大山 健一 (首都大学東京） 

 

10:00 ～ 10:30 ❹ 実践報告 （2014年度関東支部公募プロジェクト成果報告） 

    「英文黙読速度と理解度とテキストのリーダビリティを測定

する教材を使った学習」 

    山口 高領 （早稲田大学） 

    田淵 龍二 （ミント音声教育研究所） 

    湯舟 英一 （東洋大学） 

    神田 明延 （首都大学東京） 

    鈴木 政浩 （西武文理大学） 

    
10:35 ～ 11:05 ❺ 実践報告 

    「（疑似）パラレルコーパスとしての TED Talksの利用と

Keyword Retelling練習」 

    磐崎 弘貞 （筑波大学） 
   

   

11:10 ～ 11:40 ❻ 研究発表 （2016年度関東支部研究支援プログラム中間報告） 

    「音声つき紙版教科書のウェブ化と、CALL とスマートフォン

での利用／中間報告」 

    田淵 龍二 （ミント音声教育研究所） 

    池山 和子 （首都大学東京） 
   

   

11:45 ～ 12:15 ❼ 研究発表 （2016年度関東支部研究支援プログラム中間報告） 

    「日本人英語学習者のための TEDプレゼンレベル計測方

法の開発：リーダビリティ、語彙レベル、発話速度、構音速

度をもとに」 

    田淵 龍二 （ミント音声教育研究所） 

    山口 高領 （早稲田大学） 
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10：00 ～ 12：15    

 研究発表 3                           CEGLOC 4階 415教室   

司 会 下山 幸成 (東洋学園大学） 

 

10:00 ～ 10:30 ❽ 研究発表 

    「プレゼンテーションに於ける効果的なスクリプトと指導方

法」 

    
 木村 美由紀 （東京慈恵会医科大学） 

     

10:35 ～ 11:05 ❾ 研究発表 （2015年度関東支部研究支援プログラム成果報告） 

    「日本人英語学習者コーパスにおける要求の発話行為とポ

ライトネス」 

    
 三浦 愛香 （東京農業大学） 

     

11:10 ～ 11:40 ❿ 研究発表 （2015年度関東支部研究支援プログラム成果報告） 

「夜間定時制高校に通う生徒の言語態度に関する調査経

過報告」 

    
 森谷 祥子 （東京大学大学院生） 

     

11:45 ～ 12:15 ⓫ 研究発表 （2015年度関東支部研究支援プログラム成果報告） 

    「「小学校英語」必修化をめぐる政策過程：他教科との競合

に焦点を当てて」 

    

 

青田 庄真 （日本学術振興会特別研究員・ 

東京大学大学院生） 
    

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

LET は 英語教育だけでなく、あらゆる外国語教育について最先端の理論とそれに基づいた実践方

法を探究する学会です。言語理論、学習理論、認知心理学、脳科学などの基礎理論研究から、教授

法や教材開発、学習アプリ開発、SNS 利用、モバイル活用に至る教育工学を含みます。研究発表、

実践報告、シンポジウム、賛助会員（企業）プレゼン、様々な研修会などを 1 年を通して開催して

います。もっと効果的で魅力的な授業にしたい、生徒のやる気を高めたい、など授業改善を求める

あらゆる学年の外国語教員にお勧めです。この機会にご同僚やお知り合いをご紹介ください。 
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12：30 ～ 13：30    

 ランチパーティー           大学会館レストランプラザ 「筑波デミ」                                   

 昼食の時間に、発表者や賛助会員、他の参加者との懇談の場としてランチパーティーを開催し

ます。ご希望の方は当日受付にて申込をお願い致します。費用は 1,000円です。 
  

 

14：10 ～ 14：20    

 開会の挨拶                        大学会館 国際会議室  

 司 会 今野 勝幸 （静岡理工科大学） 

 会場校挨拶 久保田 章 （筑波大学） 

 LET関東支部長挨拶 湯舟 英一 （東洋大学） 
    

 

14：30 ～ 15：15    

 基調講演                              大学会館 国際会議室    

 Chair KITO, Kazuya （Tokai University） 

Can CLIL or YOU YOURSELF Change Your Mindset about Learning? 

CLIL is simply defined and diverse beyond Europe today, while it will have the 

potential to suit each context tomorrow. In the presentation, I will talk about how I 

have researched CLIL thus far and where CLIL is going in Japan, and also discuss 

some missing points of CLIL pedagogy. CLIL has been growing in popularity in 

Japan for a couple of years, although many people still ask what CLIL is. The key 

to understanding CLIL should be due to your mindset. If you can change your 

mindset about learning itself, you can make better use of CLIL methodology in your 

classroom: e.g. multiple focus, ICT, authenticity, active learning, scaffolding, and 

cooperation. 

Speaker SASAJIMA, Shigeru （Toyo Eiwa University） 
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15：30 ～ 16：55   

 パネルディスカッション                大学会館 国際会議室  

 Chair KITO, Kazuya （Tokai University） 

Application of CLIL in Japanese Contexts 

Content and language integrated learning (CLIL), with its impetus in Europe, 

has attracted attention in Japan as well, and numerous attempts have been made 

to incorporate CLIL into teaching practice. The nature of CLIL is multifaceted, and 

as such, its practice takes diverse forms depending on its aims, teachers, and 

learners. The goal of this panel discussion is to provide opportunities for the 

consideration and exploration of how CLIL has been, and will be, practiced in 

Japanese contexts. Three speakers will share their practices and results, exploring 

beyond the horizons of what is, to imagine what can be. 

Panelists HENMI, Chantal （Sophia University） 

 ALLAN, Gordon  （British Council） 

 NAGANUMA, Naoyuki （Tokai University） 
 

    

 

16：55 ～ 17：00    

 閉会の挨拶                              大学会館 国際会議室   

 LET 関東支部副支部長 神田  明延 （首都大学東京） 

 

 

   

1) 参加費について 

 ＜会   員＞ 参加費は無料です。 

 ＜団体会員＞ 各団体につき 1名が無料で参加できます。 

2人目からは 1,000円をお支払いください。 

 ＜非 会 員＞ 1,000円（資料代） 学生も同額です。 

※ 筑波大学関係者（学群生・大学院生含む）は無料です。 

2) 録音・録画についてはお断りしています。ご了承ください。 

3) 車でお越しの方は p. 8のキャンパスマップ上の外来駐車場をご利用ください。 

4) 昼食については、キャンパス内の学食と売店は当日営業しておりません。 

ランチパーティー（1,000円）への参加をご検討ください。 

参加者へのお願いとご案内 
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 アクセスマップ  つくばセンター（つくば駅）6番乗口から筑波大学 

≪バス乗り場ご案内≫ 

 A3出口から「⑥番」乗り場 「筑波大学中央」行 または 「筑波大学循環右回り」に乗車 

（※「筑波大学循環左回り」は、大会会場まで遠回りになります。） 

 「大学会館前」下車  運賃： 200円（IC カード利用可） 

 

 関東鉄道バス時刻表  つくばセンターから「大学会館前」まで約 15分 

つくばセンター発 

筑波大学循環右回り 

つくばセンター発 

筑波大学中央 

大学会館前発 

土浦駅西口行き 

大学会館前発 

筑波大学循環左回り 

8:40 8:55 14:53 14:41 

9:20 9:07 17:48 17:21 

10:00 9:09 18:23 18:01 

関東鉄道バス（URL: goo.gl/ZiC7cP）より一部抜粋 

 
 

 高速バス「つくば号」時刻表   

東京駅八重洲南口から「大学会館」まで約 90分。通常料金： 1,180円（IC カード利用可）。 

東京駅八重洲南口発 大学会館発 

         8:00 （関鉄）          17:45 （関鉄） 

         8:30 （関鉄）          18:15 （JRバス） 

         9:00 （JRバス）          18:45 （関鉄） 

参考 URL（goo.gl/N4psDm）より一部抜粋 

関東鉄道 HP（http://kantetsu.co.jp/bus/busstop_tsukuba_center.html）より（矢印は加筆） 
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≪その他≫ 

 つくば駅からタクシーで約 15分（1,500円前後） 

 車でお越しの方は以下のキャンパスマップ上の外来駐車場をご利用ください（一部駐車

場は有料）。 

 

 キャンパスマップ  筑波大学 CEGLOC 周辺案内図 

 


